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　新しい時代のジュエリー販売を提案し、
ジュエリーを選ぶ選択肢の幅を広げた宝
石商櫻井彩子が、銀座中央通りに本店を
構えエルメスの買取と販売を専門に行う
GINZA XIAOMA（ショーマ）から声が掛
かり、初のメディア向け展示会を6月20日
に開催した。
　また、GINZA XIAOMAのアンバサ
ダーに俳優の小雪さんが就任し、TV-CM
が関東エリアで放送開始された直後のタ
イミングでもあり、話題性のあるコラボレー
ションとなった。
　櫻井さんは、2019年にSNSを通じて
「宝石商から直接ジュエリーを購入する」
という新しいジュエリーの購入スタイルを
提案し、独自のセンスと宝石商としての知識と経験
から生み出されるジュエリーとその人柄が愛され、
多くの女性から支持を得て、SNSで宝石を販売す
る先駆者として注目され続けている。
　実績として、創業年度から年商2
億円を達成し、その後も着実に成長
を続けわずか5年で年商10億円に
到達し、2025年も引き続き前年同様
の売上を維持しながら発展を遂げて
いることに目を奪われがちだが、櫻
井彩子の魅力は“宝石商になるため
に母親の元で修行を重ねた日々”の
上に、櫻井彩子というブランドの世
界観を創り上げる“櫻井彩子の考え
方”にある。
　櫻井彩子の母親は、銀座・和光の
宝石売場での長い経験を活かし、宝
石商として独立。その後、青山にショップを複数展
開する母親の元で櫻井彩子は伝統とおもてなしの
精神を学んだことが基礎にある。
　商品のおよそ9割は櫻井自身がデザインを手が
け、石の選定から細部の仕上げに至るまで、すべて
自身の目と感性でディレクションしているのだが、そ
のセンスの良さは、母親から学んだ基礎を大切にし
ていることが櫻井彩子の人柄として滲み出ること
で、他とは違う魅力として写し出されているように感
じる。
　創業からこの5年間の間に、これまでに行ってきた
「渋谷スクランブルスクエアでの外商体験POPUP」
をはじめ、「表参道POPUP『Floraison』」、「名古
屋・シェ・シバタ覚王山本店POPUP」に、毎年年1
回高級ホテルのスイートルームで開催される「お披
露目会」においても、毎回それぞれのテーマやス
トーリーを変え、いつも新鮮な演出を施している。
来場者を楽しませるおもてなしの心には、櫻井彩子
の人柄が映し出され、毎回感心させられてきた。壁
面の細かな色やストーリーでSNSとPOPUPを繋ぐ
ところや、オリジナルスイーツを提案するあたりも想
像を超えるおもてなしである。当たり前のように楽し
ませてくれる中でも、それぞれのイベントにははっき
りとした目的が根底にある。自分たちのビジネススタ
イルを確立し、自分たちに必要なリピーターや新規
顧客、エリア拡大などをきちんと成立させる強さが
あるところにも勢いを感じる。
　今回のG I N Z A X I AOM Aとのコラボも
XIAOMAが売るエルメスのバッグとドレスに似合
うジュエリーを置きたいということから櫻井彩子に
声が掛かった。妥協のない演出や商品づくりと人

柄によって舞い込んだチャンスだったのではないだ
ろうか。コラボしたPOPUPでは、物を大切に使い続
けるメッセージをはじめとし、宝石が持つ“記憶”や
“想い”を大切に、次世代へと受け継がれる存在と

してジュエ
リーの価値を
提案してみせ
た。
　櫻井さんは
「ジュエリー
は、ただ身に
着けるための
ものではあり
ません。そこ
には持ち主の
価値観や生
き方が自然と

表れます。今は誰もが自分自身の『価値基準』で宝
石を選べる時代だと思っています。価格だけではな
く、素材や加工方法、作り手
の想いや姿勢といった背景
までを含めて『何を選ぶか』
『誰から買うか』『どんな物語
を纏うか』を、自分の感性で
選ぶことができます。ハイブ
ランドだけではない、その枠
を超えたところにも、自分に
響く美しさはきっとあります。
大切なのは『どこで買うか』
ではなく、『なぜそれを選ぶ
のか』。その問いに向き合う
ことが、皆さんがジュエリー
との深い関係を育てる第一
歩になると信じています。だ
からこそ私は、ひとつひとつ
のジュエリーに丁寧に向き
合い、選ぶ人の想いに寄り
添える存在でありたいと願っ
ています」と話している。
　もうここには、初めてインタ
ビューしたときの櫻井彩子はいない。当然、ブランド
櫻井彩子の歴史として繋がってはいるが、多くの有
名ブランドと同じく、5年前の櫻井彩子は過去で、い
まも止まることなく進化し続けているのである。一つ
のブランドであっても、日々継承されていくものであ
る。
　顧客からも「身近な存在のブランド」「独自の世
界観がある」「デザインが豊富」「存在感のあるブラ

ンド」「言葉のチョイス、説明のわかり易
さ」「キラキラの道を作り、多彩なジュエ
リーの道ができそう」「ハイブランドとの掛
合わせで提案できる彩子さんの魅力」「メ
ンバーそれぞれが信頼し合っている関
係」などの声が届いており、櫻井彩子のデ
ザインが好きだから購入するという顧客
がほとんどだ。伝えられる声以上に消費
者から評価されているのである。だからこ
そリピーターが多く、自然とデザインが豊
富になっていっていく。さらに一方では、
In s t a g r amを吟味し、勇気を出して
POPUPに初めて来たという新規顧客も
獲得できているところが、櫻井彩子を磨き
続け拘り抜いていることの証だろう。

　ブランド櫻井彩子は、彩子さん、久美さん、道さ
んの3人で創り上げているが、3人共に同じプレッ
シャーを感じ日々話し合って前に進んでいる。それ
も毎日Instagramで情報発信しながらである。ス
ピード感も併せ持っている。スケジュールを見せて
もらうと数カ月先までびっしり埋まっていた。これ
は売上を創り上げるためばかりではなく、ブランド
と共に3人が成長するためのスケジュールなので
ある。
　櫻井さんは夫婦で海外にも行く。プライベートの
時間を楽しむこともあるだろうが、ハイレベルな空
間へ時間を掛けて足を運んでいる。それもデザイン
力などを高めるための大切な時間として有効活用
しているはずだ。自分の顧客がどのような顧客なの
かは、顧客と同じレベルを体験することが一番早
い。大切な時間になることはまちがいないが、この
ように感性を養い、デザイン力を高めるための時間
を持とうとも考えない企業が意外と多いのである。
それができるのは櫻井さんの母親の教えであり、

育った環境が影響している
こともあるだろうが、最終的
にはそれを判断する櫻井さ
んの考え方次第で、ただ海
外へ足を運べばできるよう
なことでもない。
　いまの新しいマーケットで
受けいれられている多くの商
品は、ブランドコンセプトや
商品の良さ、何処に価値が
あるかを社員が共有した企
業が提案しているものが目
立つ。変わったのはSNSとい
う販売方法だけではなく、櫻
井さんの言う『何を選ぶか』
『誰から買うか』『どんな物語
を纏うか』といった背景を見
定めてから消費者が商品選
びを楽しんでいるということ
を理解すること。まだマー
ケットの流れは速く、刻一刻

と変化し続けており、変化するマーケットを捉える
には失敗を恐れずにチャレンジを続けることしかな
い。そして常にジュエリーに魅力があることを信じ
ることである。
　櫻井さんは、「まだまだやりたいことは沢山ありま
す。いろいろと話が進んでいることもあるんです。楽
しみにしていてください」と明かしており、この先に
新たに開かれるであろう扉に期待が持てそうだ。

時を超えて受け継がれるジュエリー
宝石商 櫻井彩子が開く新しい扉


